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外来・中央診療棟エスカレーター（1階）
輸送能力向上のため、新規設置された
エスカレーター。同病院の「外来の顔」
としての役割も担う。1階から2階に昇る
途中、ガラス越しに外の景色を楽しむこと
ができる。

井川 幹夫氏
国立大学法人島根大学
医学部附属病院長
理事（医療担当）

５
年
を
か
け
て

病
院
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
出
雲
大
社
は
今
年
、60
年
に
一
度

の
大
遷
宮
に
伴
う
御
修
造
が
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
お
膝
元
に
あ
る
島

根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
も
5
年

の
歳
月
を
か
け
、
今
年
、
大
規
模

再
開
発
事
業
を
完
遂
し
た
。

　
同
病
院
は
1
9
7
9
年
に
島
根

医
科
大
学
附
属
病
院
と
し
て
設
置

さ
れ
た
が
、
80
〜
81
年
に
か
け
て

病
床
の
増
床
が
行
わ
れ
、6
1
6
床

の
大
型
総
合
病
院
と
な
っ
た
。そ
れ

か
ら
約
30
年
経
ち
、
設
備
の
老
朽

化
が
進
ん
だ
た
め
、2
0
0
8
年
度

に
新
病
棟
（
Ｃ
病
棟
）
建
設
に
着
手
。

そ
の
後
、
既
存
の
Ａ
・
Ｂ
病
棟
と

外
来
・
中
央
診
療
棟（
以
下
、
外
来
棟
）

の
大
改
修
を
終
え
、
今
年
4
月
、

病
床
6
0
0
床
と
最
新
設
備
を
有

す
る
病
院
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
同
病
院
長
の
井
川
幹
夫
氏
は
、

再
開
発
事
業
の
狙
い
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
開
院
し
て
30
年
以
上
経
ち
、
大

学
病
院
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
我
々
は
地
域

の
医
療
を
支
え
る
と
と
も
に
、
首

都
圏
の
大
病
院
に
も
引
け
を
取
ら

な
い
世
界
水
準
の
先
進
医
療
を
患

者
さ
ん
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
地
域
医
療
と
先

進
医
療
の
調
和
が
大
切
で
す
」

先
進
的
が
ん
治
療
や

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
も

　
同
病
院
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

地
域
医
療
と
先
進
医
療
が
調
和
す
る
大
学
病
院

国
立
大
学
法
人

島
根
大
学

医
学
部
附
属
病
院

１
９
７
９
年
に
開
院
し
た
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、５
年
に
わ
た
る
再
開
発

を
経
て
、
２
０
１
３
年
４
月
、
最
新
設
備
を
備
え
る
総
合
病
院
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。
新
病
棟
の
建
設
と
、
既
存
病
棟
２
棟
、
外
来
・
中
央
診
療
棟
の
全
面
改
修
を

行
い
、
地
域
医
療
と
先
進
医
療
の
担
い
手
と
し
て
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
大
規

模
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。
外
来
・
中
央
診
療
棟
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
新
設
す
る
な
ど
、
患
者
中
心
の
全
人
的
医
療
の
実
践
を
目
指
す
同
病
院
長
の

井
川
幹
夫
氏
に
、
再
開
発
事
業
の
狙
い
や
思
い
な
ど
を
伺
っ
た
。

ユ ー ザ ー 訪 問

公共施設や駅、病院やデパートなど、
北から南まで街の様々な場所で
エレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザー
さまをご紹介します。
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っ
て
、
救
急
医
療
お
よ
び
急
性
期

医
療
の
充
実
、
各
種
治
療
を
組
み

合
わ
せ
た
集
学
的
が
ん
治
療
の
推

進
、
高
度
医
療
の
確
立
と
普
及
、

教
育
・
研
究
環
境
の
向
上
、
快
適

な
療
養
環
境
の
提
供
な
ど
を
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
規
模
災
害

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
Ｃ
病

棟
に
は
免
震
構
造
を
導
入
し
、
自

家
発
電
装
置
や
地
下
水
く
み
上
げ

ポ
ン
プ
な
ど
も
完
備
し
た
。

　
Ｃ
病
棟
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
14
床
と
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
病
床
16
床
を
配

置
し
て
い
る
。
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
専
従
医
師
も
増
員
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
体

制
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
国
立
大

学
病
院
で
は
2
番
目
と
な
る
緩
和

ケ
ア
病
棟
を
5
階
に
設
置
し
、
が

ん
治
療
の
初
期
段
階
か
ら
緩
和
ケ

ア
段
階
ま
で
を
カ
バ
ー
し
た
。
8

階
に
は
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
病
棟
も
新

設
し
、
先
進
的
な
抗
が
ん
剤
治
療

を
推
進
す
る
た
め
に
、
空
気
清
浄

度
の
高
い
病
室
環
境
を
整
備
し
た
。

　
遠
隔
操
作
で
体
腔
鏡
下
手
術
を

実
施
で
き
る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
の
導
入
も
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
玉
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
は
、
健

康
保
険
適
用
と
な
る
前
立
腺
が
ん

治
療
に
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

保
険
適
用
で
は
な
い
も
の
の
、
病

院
側
の
負
担
で
腎
臓
の
部
分
切
除

術
、
膀
胱
の
全
摘
除
術
を
行
い
、

今
後
、
子
宮
や
胃
の
手
術
に
も
使

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
同
病
院
は

患
者
中
心
の
全
人
的
医
療
の
実
践

を
目
標
に
掲
げ
、
首
都
圏
と
変
わ

ら
ぬ
先
進
医
療
を
絶
え
ず
導
入
す

る
努
力
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

総
合
診
療
医
を
育
成

　
同
病
院
は
、
大
学
病
院
と
し
て

教
育
・
研
究
環
境
の
充
実
も
重
視

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
使
っ
た
研
修
が
可
能
な
内

視
鏡
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
や
、
医
療
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
た
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
、
教
育
エ
リ

ア
に
ま
と
め
て
整
備
し
た
。

　
研
究
・
臨
床
能
力
が
高
く
、
地

域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
総
合
診
療
医
を
育
成
す
る
た

め
に
、
他
県
の
大
学
病
院
と
の
連

携
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

2
0
1
1
年
に
は
地
域
の
行
政
や

医
療
機
関
、
医
師
会
な
ど
と
連
携

し
て
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す

る
し
ま
ね
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ

ー
も
設
置
し
た
。

　「
現
在
、
兵
庫
県
の
大
学
病
院

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
地
域
医
療
の
あ

り
方
を
研
究
し
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
を
横
断
し
て
高
齢
者
ケ
ア
を

推
進
で
き
る
総
合
診
療
医
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
当
病
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院
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
介
護

事
業
者
・
福
祉
団
体
な
ど
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
つ
く
り
、
お
互
い

に
学
び
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
井
川
氏
は
語
る
。

ホ
テ
ル
の
よ
う
に

患
者
を
迎
え
入
れ
た
い

　
同
病
院
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

あ
た
り
、
快
適
な
療
養
環
境
の
提

供
も
重
点
項
目
の
ひ
と
つ
に
掲
げ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
6
床

だ
っ
た
多
床
室
を
4
床
に
減
ら
し
、

個
室
の
数
を
増
や
し
た
。
ま
た
、

す
べ
て
の
病
室
に
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
を
導

入
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
外
来
棟
に
は
、
患
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
女
性
の
「
外
来
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
」
を
2
名
配
置
し
た
。

井
川
氏
は
、
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
の
対
応
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
充
実
も
重
視
し
て
い
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
庭
だ
っ
た
ス

ペ
ー
ス
を
改
築
し
て
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
4
台
導
入
し
、
１
階
に
は

コ
ン
ビ
ニ
も
誘
致
し
た
。

　「
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
患
者
さ
ん

を
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
、
外

来
棟
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
新
設

し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
評
判
は

い
い
で
す
よ
。
職
員
も
皆
、
便
利

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
」
と

井
川
氏
は
語
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

快
適
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

　
外
来
棟
で
は
既
設
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
改
修
の
対
象
に
な
っ
た
。

外
来
棟
に
は
も
と
も
と
、
待
合
ホ

ー
ル
に
面
し
た
位
置
に
2
台
、
少

し
奥
ま
っ
た
位
置
に
3
台
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

導
入
時
期
が
古
く
、
運
転
効
率
が

悪
か
っ
た
た
め
、
職
員
の
出
勤
時

に
は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、
看

護
師
の
ロ
ッ
カ
ー
室
の
前
で
人
が

あ
ふ
れ
る
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
設
置
年
数
が
長
く
な
る
に

つ
れ
段
差
の
発
生
な
ど
の
問
題
も

生
じ
て
い
た
。
財
務
部
施
設
整
備

課
長
の
井
上
修
一
氏
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
段
差
や
着
床
時
の
シ
ョ
ッ
ク
が

大
き
く
な
り
、
乗
り
場
と
か
ご
室

の
間
の
隙
間
も
広
が
っ
て
名
札
や

鍵
を
落
と
す
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
が
転
倒

す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
は
必
須
で
し
た
」

　
実
は
井
川
氏
は
、
身
を
も
っ
て

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
段
差
の
危
な
さ

を
感
じ
て
い
た
。
自
ら
足
首
を
骨

折
し
て
入
院
し
た
際
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
段
差
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

医
学
部
附
属
病
院

　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、

病
床
数
６
０
０
床
、
年
間
入
院
患

者
数
延
べ
14
万
５
１
６
１
人
、
外

来
患
者
数
延
べ
22
万
７
９
９
０

人（
２
０
１
２
年
度
）
の
規
模
を
誇

る
総
合
病
院
で
、
職
員
数
は
計

１
１
６
８
人
に
達
す
る
。

　
２
０
０
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

再
開
発
事
業
は
総
事
業
費
２
０
０

億
円
を
投
じ
た
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
。
新
設
さ
れ
た
Ｃ
病
棟
は
９
階

建
て
の
免
震
構
造
で
、
敷
地
全
体

で
大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
る
。

３
日
以
上
自
家
発
電
が
可
能
な
設

備
や
、
最
大
で
１
日
43
万
ℓ
使
用

可
能
な
地
下
水
く
み
上
げ
ポ
ン
プ

を
備
え
る
。
さ
ら
に
、
立
体
駐
車

場
は
３
０
０
０
名
以
上
収
容
可
能

な
避
難
所
に
転
用
可
能
で
、
応
急

手
当
や
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
の

外
来
診
療
も
で
き
る
。
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外来・中央診療棟のエレベーター乗り場（1階）
外来・中央診療棟に玄関から入ると、広々とした待合ホールがある。今回、リニューアルされたエレベーター
のうち、2台はこのホールに面した位置に設置されており、主に外来患者に利用されている。
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メ ー カ ー の 立 場 か ら

搬
送
中
の
患
者
に
予
想
以
上
の
衝

撃
を
与
え
る
と
わ
か
っ
た
の
だ
。

　「患
者
さ
ん
が
点
滴
台
を
押
し

な
が
ら
歩
く
時
に
段
差
に
引
っ
か

か
り
や
す
い
し
、
お
年
寄
り
は
す

り
足
で
歩
く
の
で
転
倒
の
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
災

害
対
策
の
一
環
と
し
て
も
最
新
機

種
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
」

　こ
う
し
て
こ
の
5
台
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
真
っ
先
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
対
象
と
な
る
が
、
現
場
で
利

用
中
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た

た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
慎

重
に
進
め
ら
れ
た
。
再
開
発
事
業

に
担
当
と
し
て
長
ら
く
携
わ
っ
て

き
た
財
務
部
施
設
整
備
課
の
吉
田

泰
樹
氏
は
工
事
中
の
苦
労
に
つ
い

て
こ
う
語
る
。

　「現
場
か
ら
は
、
5
台
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
な
る
べ
く
早
く
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
く
れ
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
患
者
さ
ん

が
い
る
の
で
一
度
に
停
止
す
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
と
相
談
し
な
が

ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
順
番
を
決

め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
い

き
ま
し
た
。
結
果
、
予
定
よ
り
早

く
完
了
し
て
助
か
り
ま
し
た
。
と

は
い
え
、こ
の
間か

ん

、工
事
の
着
手
時

期
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
病
院
内
へ

の
通
知
に
は
気
を
遣
い
、
張
り
紙

や
文
書
の
配
布
を
通
し
て
周
知
徹

底
し
ま
し
た
。
今
で
は
待
合
ホ
ー

ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
2
台
が
連
動

し
て
動
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

待
ち
時
間
が
格
段
に
短
く
な
り
ま

し
た
」

　5
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
同
病
院
。
今

後
、
島
根
県
に
お
い
て
、
地
域
医

療
と
先
進
医
療
の
核
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

患者や職員のことを最優先に
考えて、工事の進捗を管理

大場 勝則
東芝エレベータ
中国支社 建設グループ
技術主任

現
場
に
１
年
半
常
駐

ゼ
ネ
コ
ン
と
協
力
関
係

　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病

院
の
再
開
発
事
業
で
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

に
関
わ
る
工
事
の
管
理
を
一

手
に
引
き
受
け
た
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
中
国
支
社
の
大
場
勝

則
は
「
１
年
半
に
わ
た
る
長

丁
場
で
困
難
は
あ
り
ま
し
た

が
、
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」

と
語
る
。
中
国
支
社
は
広
島

市
内
に
あ
る
た
め
、
大
場
は

出
雲
市
内
に
ア
パ
ー
ト
を
借

り
、
２
０
１
１
年
10
月
か
ら

１
年
半
、
現
場
に
常
駐
し
た
。

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
再

開
発
事
業
関
連
で
、
新
設
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
４
台
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

９
台
、
新
設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

３
台
受
注
し
た
。
こ
れ
だ
け

台
数
が
多
い
と
、
工
事
の
順
番

と
段
取
り
を
調
整
す
る
た
め
に
、

施
主
お
よ
び
建
設
を
担
当
す
る

ゼ
ネ
コ
ン
と
綿
密
な
打
ち
合
わ

せ
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
も
伴
う
場
合
、

ゼ
ネ
コ
ン
と
協
力
関
係
を
築

か
な
け
れ
ば
工
事
は
ス
ム
ー
ズ

に
進
ま
な
い
。
大
場
は
、
ゼ
ネ

コ
ン
担
当
者
と
良
好
な
関
係

を
構
築
す
る
の
に
注
力
し
た
と

い
う
。

　「
２
人
で
作
業
に
入
り
、
１

台
ず
つ
工
事
し
ま
し
た
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
台
数
が
多
い

の
で
、
順
番
を
決
め
る
の
が

大
変
で
し
た
。
同
時
に
工
事

期
間
の
ス
ピ
ー
ド
も
要
求
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
昼

夜
2
交
替
で
進
め
ま
し
た
が
、

私
1
人
で
す
べ
て
管
理
し
て

い
た
の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は

常
に
あ
り
ま
し
た
ね
」

1
人
で
4
人
分
の

活
躍
が
自
信
に

　
病
院
で
は
絶
え
ず
人
の
出

入
り
が
あ
る
た
め
、
安
全
性

に
は
最
も
気
を
配
っ
た
。
例

え
ば
、
資
材
の
搬
入
・
搬
出
は
、

人
が
少
な
い
土
日
か
、
早
朝

あ
る
い
は
夜
間
に
行
い
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
作
業
ス
ペ

ー
ス
も
必
要
最
小
限
に
絞
り

込
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
病

棟
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
で
は
騒
音
に
留

意
し
、
入
院
患
者
の
就
寝
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
夜
８

時
に
は
工
事
を
終
わ
ら
せ
る

よ
う
に
し
た
。

　
通
常
、
工
事
を
準
備
す
る

工
務
と
現
場
を
管
理
す
る
工

事
は
別
の
人
間
が
担
当
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
新
設
も

別
々
に
対
応
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
本
来
な
ら
前
述

の
複
数
の
担
当
者
が
対
応
す

る
案
件
だ
が
、
会
社
側
は
大

場
の
力
量
を
評
価
し
て
い
た

た
め
業
務
は
大
場
１
人
で
担

っ
た
。目
が
回
る
よ
う
な
毎
日

と
な
っ
た
１
年
半
で
あ
っ
た
が
、

大
場
は
無
事
終
わ
ら
せ
る
こ

と
で
、
大
き
な
自
信
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

みらい棟のエレベーター乗り場（2階）
外来・中央診療棟に隣接するみらい棟には、しまね
地域医療支援センターが入居している。エレベー
ターのドアには、エッチング加工により美しい
模様が施されており、かご室壁面の化粧鋼板には
淡いピンクで桜の花柄模様があしらわれている。

▲ドアの拡大図

▲かご室壁面の拡大図

　

12

院
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
介
護

事
業
者
・
福
祉
団
体
な
ど
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
つ
く
り
、
お
互
い

に
学
び
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
井
川
氏
は
語
る
。

ホ
テ
ル
の
よ
う
に

患
者
を
迎
え
入
れ
た
い

　
同
病
院
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

あ
た
り
、
快
適
な
療
養
環
境
の
提

供
も
重
点
項
目
の
ひ
と
つ
に
掲
げ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
6
床

だ
っ
た
多
床
室
を
4
床
に
減
ら
し
、

個
室
の
数
を
増
や
し
た
。
ま
た
、

す
べ
て
の
病
室
に
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
を
導

入
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
外
来
棟
に
は
、
患
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
女
性
の
「
外
来
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
」
を
2
名
配
置
し
た
。

井
川
氏
は
、
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
の
対
応
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
充
実
も
重
視
し
て
い
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
庭
だ
っ
た
ス

ペ
ー
ス
を
改
築
し
て
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
4
台
導
入
し
、
１
階
に
は

コ
ン
ビ
ニ
も
誘
致
し
た
。

　「
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
患
者
さ
ん

を
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
、
外

来
棟
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
新
設

し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
評
判
は

い
い
で
す
よ
。
職
員
も
皆
、
便
利

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
」
と

井
川
氏
は
語
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

快
適
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

　
外
来
棟
で
は
既
設
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
改
修
の
対
象
に
な
っ
た
。

外
来
棟
に
は
も
と
も
と
、
待
合
ホ

ー
ル
に
面
し
た
位
置
に
2
台
、
少

し
奥
ま
っ
た
位
置
に
3
台
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

導
入
時
期
が
古
く
、
運
転
効
率
が

悪
か
っ
た
た
め
、
職
員
の
出
勤
時

に
は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、
看

護
師
の
ロ
ッ
カ
ー
室
の
前
で
人
が

あ
ふ
れ
る
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
設
置
年
数
が
長
く
な
る
に

つ
れ
段
差
の
発
生
な
ど
の
問
題
も

生
じ
て
い
た
。
財
務
部
施
設
整
備

課
長
の
井
上
修
一
氏
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
段
差
や
着
床
時
の
シ
ョ
ッ
ク
が

大
き
く
な
り
、
乗
り
場
と
か
ご
室

の
間
の
隙
間
も
広
が
っ
て
名
札
や

鍵
を
落
と
す
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
が
転
倒

す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
は
必
須
で
し
た
」

　
実
は
井
川
氏
は
、
身
を
も
っ
て

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
段
差
の
危
な
さ

を
感
じ
て
い
た
。
自
ら
足
首
を
骨

折
し
て
入
院
し
た
際
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
段
差
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

国
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